
ふるさとでー 感謝を胸に広い世界に羽ばたく新成人

平成11年４月～平成12年３月
・村内で携帯電話のサービス開始
・前田地区に、東北大学が大型望遠鏡設置。
　惑星観測の最前線基地に。
・ふくしま駅伝で村の部８連覇・総合８位。

　記念講話には、NHK朝の連続ドラマ「あまちゃん」の
音楽を担当するなど日本を代表する音楽家の一人であ
る大友良英さんが登場。自身が物事を「そもそも」という
視点から考えるクセがあることや、上手くいかない時や自
分が知らないことに出会った時が成長するチャンスであ
ることなどを、ユーモアを交えて話しました。大友さんは、
「人生は思い通りにならないことの方が多いが、自分が
知らないこと、把握していないことを排除するのではなく
て、未知のものはたくさんあると頭に入れておくことが大
切」と、新成人へエールを送りました。

　村では、これからの長い人生の中で、人生の支
えとなる言葉に出会ってほしいという思いから、
一般財団法人出版文化産業振興財団（JPIC）
に協力をいただき、新成人に本を贈る「20歳の20
冊」事業を実施しています。遠藤教育長が選んだ
１冊をはじめ、直木賞作家や著名人らが選んだ
計20冊の本の中から、新成人が自分で好きな本
を選びました。

有名な本ですが、まだ
読んだことがなかった
のでこれを機に読んで
みたいと思いました。

　震災後、振袖を用意できない新成人のためにと、和装
文化研究家の園田明生子さんらが中心となって結成した

「飯舘村成人式振袖支援実行委員会」から、無料レン
タルの支援をいただいてきました。この度、利用者がほと
んどいなくなったことを受けて、これまで活用されていた
振袖が、同会から村に寄贈されました。長きにわたる支
援への感謝の気持ちを忘れないよう、「いいたてふるさと
学級 裁縫科」の皆さんが、寄贈の振袖の生地を使って
オリジナルポーチを製作し、新成人に贈りました。

　式には、小学校、中学校でお世話になった先生
方も駆けつけました。震災による避難、小学校３校
の合同授業、仮設校舎での学校生活、今だから
話せる当時の話もありました。
　先生方が語りかける言葉を、大切に、胸に刻む
ように聞く新成人の姿が見られました。
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今年の新成人が生まれた年の村の話題

一流音楽家から学ぶ、自分の知らない世界との付き合い方

記念講話　音楽家・大友良英さん

会場には小中学校の思い出などが飾られました
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村では、新成人に大切にしてほしいことを伝えるために、村らしいお祝いをしています。
皆さんが、より素適な大人になれますように。

新しい本との出会い「２０歳の２０冊」

振袖に、感謝をこめて

恩師と振り返る、学校生活
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